


（Ｑ１）お住まい

（Ｑ２）応募した動機についてお答えください。（複数回答可）

（Ｑ３）１講座あたりの回数（回）についてお答えください。

（Ｑ４）講座全体を通しての満足度についてお答えください。

〈御意見〉

・考古学は奥が広すぎ　毎回お話楽しみにしています

・関係資料が豊富でとてもよかった

・県内外の出土品を紹介してもらい、自分で調べるのに参考になった

・考古学を学ぶことはとてもよい事と思います。毎回多くの方が受講されていて素晴らしいなと感じます。この学びをどう活かし

学び方、学ぶ姿勢をどう伝えるかを教える場としても活用されたら良いのではないかと感じています。

・パワーポイントの資料を配付していただけるのは、とても有り難いと思います。できれば、一旦PDFファイルに変更してから

印刷していただくと少し大きく印刷できるので、更に見易くなると思いますので、ご検討を宜しくお願い致します。

・１回目：講話の全体像を示された上で詳細に講議していただき、充実した資料と併せとてもよかったです

・３回：道具の使用法を体系的に講議され、とても分かりやすく、新たな視点を学ばせていただきました。

・４回目：とても素晴らしい講議と感じました。理論的で分かりやすく、多くの説を的確に解説され、理解が進みました。

次回も是非ご講議ください。

・１０００年以上前のものづくりに工夫された工具が今に伝わっているのはおどろき
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アンケート結果より

平成２６年度生涯学習セミナー「マロニエ文化学びのひろば」

考古学セミナー「考古学から分かった道具の移り変わり（１）－栃木県内の事例を中心として－」　

第１～４回　受講者数８９名　回答者数５７名　回答率６４．０％

1名 1.8%県外

宇都宮市内
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〈考古学セミナーで実施して欲しいテーマ〉

・道具から当時の生活の様子が話題になると嬉しい（この道具でこんな料理をしていたとか、こんなものを食べていたとか）

・古代の食事・食材と農業

・弥生時代にしぼった講座を開催してほしい

・埴輪・土偶について

・古墳と埋蔵品について

・当時の食生活について（どんなものを食べていたのか　どんな食べ方をしていたのか）

・前期古墳と渡来土器との関連　特に那須の前方後方墳と東海地方の土器の読み取り方

・中世の城跡について

・古墳のはじまりと終わりに対する時代的・宗教的・民族的見地からの考察がほしい

・村落形成の様子

・災害関連①水害②地震③火山噴火④疫病流行　４回シリーズ

・栃木県や関東周辺の考古学に限定せず、日本全体の縄文～古墳時代の動きを中心にしたテーマで話をしてほしい

・古代、近世にも道路というものがあったと思います。どのようなどうろであったのか、誰が整備していたのか

・弥生時代、古墳時代の食生活について

・下野の古墳時代の概要

・群馬県の日本のボンペイと言われる黒井峯や最近発掘の状況３～４回で。とくに噴火及び埋もれたものが今発見された貴重な状況を。

その時代の栃木県内の発掘作業と比較して。（※地道な成果に見映えのある成果を）

・前方後円墳の変遷

・通説をくつがえす発掘結果や文献、遺物の発見等があったら解説やそれによる通説の修正や補足等を知りたい

・石器・土器・骨角器　編年、特に旧石器時代の石器・縄文・弥生時代の骨角器の出現の種類・形態　骨角器の編年的変化、地域的変化は？

例　骨銛、つり針、骨さじ状　etc

・土器、須恵器、土師器の特色と出土例（県内の出土例を含めて、全国的に比較）

・古墳の被葬者について

・縄文、弥生時代から奈良時代までに至る歴史の移り変わり
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